
小学校４年生：折れ線グラフ  

地球は温暖化している？ 

附属小学校 久下谷 明 

１．学習のねらい 

「地球は温暖化している？」という問いに対して、温暖化していることを示すために必要なデータを

考え、それをもとに説得力のある説明を考えることができる。 

  

２．教材について 

 2023 年 7 月 27 日、国連のアントニオ・グテーレス事務総長は、世界平均気温が観測史上最高記録を

大幅に更新したことについて、「地球沸騰化」という表現を用いてこの状況に警鐘を鳴らした。本実践

は 2024 年５月末に実施したものであるが、この年も、５月の時点で東京は最高気温 29℃を観測してお

り、子どもたちはその暑さを実感している。このような状況において、本実践では、「地球温暖化」に

着目し、「地球温暖化」について、自分たちが生活している東京の気温データをもとに考えていく。 

具体的には、地球が温暖化していると思う理由について、経験などをもとに自由に語り、聴き合った

後、「どのようなデータがあれば、温暖化していることが示せますか。」という問いに対して、必要なデ

ータを考え、東京都の 140 年間（1884 年～2023 年）の気温のデータをもとに、説得力のある説明を考

える活動に取り組む。 

 

３．育てたい力（資質・能力） 

◼ 目的に応じて必要なデータを考え、そのデータに対して様々な視点から考察する力。そして、デー

タにもとづき、説得力のある説明を考えることができる力。 

 

４．学習の展開（全５回）   

① 学習指導案  

学習活動 指導の手立て留意点 

［第１時］ 

地球温暖化について考える。また、どのようなデー

タがあれば、温暖化していることが示せるのかを考

える。 

地球温暖化の意味を確認するとともに、まずは、

「地球温暖化していると思うか？そう感じること

はあるか？」と問い、やりとりを通して地球温暖

化について興味関心を持てるようにする。 

［第２時］ 

「地球温暖化はしている？」という問いに対して、

東京都の140年間（1884年～2023年）の気温のデー

タをもとに考える。 

東京都の140年間（1884年～2023年）の気温のデ

ータを配付する。その際、平均については未習のた

め、平均気温、平均最高気温、平均最低気温の意味

を説明する。また、データ量が多いため、まずは一

人一人がじっくりデータに向き合えるように、その

時間を十分にとる。その後は、ミニホワイトボード

を配り、考えたことを共有しながら、グループでそ

の考えをまとめていけるようにする。 

［第３時］ 

前時の続きを行い、各グループで考えたことをまと

め、授業の最後に報告する。 
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［第４時］ 

前時の報告をもとに、考えたことをまとめる。 

８グループのミニホワイトボードを写真に撮り、

一覧にして配って、内容を確認できるようにする。 

内容の重なりを確認し、時に質問をし合いながら、

学級全体で考えをまとめていくようにする。 

［第５時］ 

PCを用いて東京都の140年間（1884年～2023年）

の気温のデータを折れ線グラフに表し、軸の取り方

によって、印象が変わることを実感する。 

PCで折れ線グラフを作成できることを知るために、

PCを通してデータを共有し、表計算ソフトで折れ線

グラフを作成する。また、同じデータであっても、

グラフの示し方によって、その印象が変わることに

気付けるようにする。 

② 授業活動の実際 

［第１時］ 

 授業導入、黒板に“地球○○○”と書き、「どのような言葉になると思う？」と問いかけ、漢字が入

ることを伝えると、すぐに「地球温暖化」という言葉が出された。また、昨夏にニュースなどで話題と

なったこともあり、「地球沸騰化」という言葉も出された。その後、地球温暖化とはどのようなことか

について簡単に確認し、「地球温暖化という言葉をよく聞くけど、みんなは地球温暖化していると思う？

そう感じることはある？」と問いかけた。子どもたちからは「北極の氷がとけてホッキョクグマが絶滅

するって聞いたことがある」「５月で最高気温 29℃なんて地球温暖化だと思う」「本に暑すぎて人がいな

くなるって書いてあった」「冬でも暖かい日があるから温暖化していると思う」「ドッヂボールをしてい

て、今年はとても汗かくなあって思う」といった意見が出された。そこで、テレビや本から知ることや

実体験にもとづいた考えや感覚は大切であることを確認した上で、さらに次のように問うた。「どのよ

うなデータがあれば、データをもとにして温暖化していることを示せますか。」それに対して、子ども

からは、「10 年ぐらいのきまった月の温度（最高気温など）」「10 年前や 100 年前の気温と今の気温」「海

水面の高さ」「北極の氷の量」といった意見が出された。 

［第２時］ 

 前時の子どもたちの意見を

受け、教師が用意できるもの

として、右のような『東京都

の 140 年間（1884 年～2023

年）の気温のデータ』を子ど

もたちに配付した。そして、

「地球は温暖化している？」

に対して、「データにもとづき、

せっとく力のある説明を考え

よう！」と伝え、まずは個々

にデータと向き合い、自分の

考えを記述する時間をとった。

その後、グループでそれぞれ

の考えを共有しながら、さら

にデータの分析に取り組んだ。 

【図１】配付資料：東京都の 140 年間(1884 年～2023 年)の気温(平均気温,平均

最高気温,平均最低気温)のデータ ＊気象庁の H.P.のデータをもとに授業者が作成 
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［第３時］ 

 前時の続きとして、グループごとにデータの分析を行った。そし

て、自分たちの考えをミニホワイトボードにまとめ、授業の最後に

全体で共有した。また、ミニホワイトボードの内容は写真に撮って

記録し、次時の最初に配付して、改めて各グループの内容を確認で

きるようにもした。 

［第４時］ 

前時の最後に各グループの考えは共有したが、非常に短い時間で、報告

のような形であったため、改めて、全体でまとめを行い、地球が温暖化し

ていることの判断の根拠を共有していった。 

最初に、共有されたのが、多くのグループが挙げていた、1884年から2023

年への140年間の気温の変化である【写真３】。地球温暖化していること

の理由として、平均気温が＋4.7℃、平均最高気温が＋５℃、平均最低気

温が＋5.9℃になっていることが挙げられた。 

次に共有されたのが、140年間を20年間ずつ区切り、その区間で、基準

として設定した気温を超える回数が何回あるかで判断する方法である。

例えば、平均気温が17度を超える年を調べると、1983年以前にはなく、

1984年～2003年で２回、2004年～2023年で４回あり、そこから、地球温

暖化が進んでいると説明した【写真４】。 

そして、最初の共有した考えに対して、「それぞれの

気温は一気に上がっているのではなく、上下しながら少

しずつ上がってる」ことが指摘された。 

また、過去140年間のデータから、未来のことを予測

するグループもあった【写真５】。1923年、1973年、2023

年の平均気温をもとに、50年ごとに平均気温が＋1.5℃、

＋1.9℃と上昇しているに着目し、“温暖化がすすんでい

ると考えて”上昇具合が＋0.4となると考えた。2023年

【写真２】第４時の板書記録

【写真１】グループで分析し、データ

から言えることをミニホワ

イトボードにまとめる様子

【写真４】子どもの説明②

【写真５】子どもの説明③

【写真３】子どもの説明①
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から50年後の2073年（子どもたちが59歳の年）は、＋1.9℃＋0.4℃で2.3℃上昇すると考え、“この状況

が続くなら”2023年の17.6℃から2.3℃上昇して、平均気温は19.9℃になるのではないかと予想した。 

［第５時］ 

 第５時では、図１のデータを子どもたちと PCを通して共有し、PC

の表計算ソフトを用いて折れ線グラフを作成する活動に取り組んだ。 

作成の仕方で困っている子は、作成ができた子にききながら、学

級の全員が PCの表計算ソフトで図２のような折れ線グラフを作成で

きるようにした。その後、図２のように、作成した折れ線グラフを

縦にのばしたり、横にのばしたりしながら、それによる折れ線グラ

フから受け取る印象の違いを確認し、同じデータであっても、グラ

フの示し方（例えば１めもりの幅の違い）によって、受け取る側の

印象が変わってしまうことを確認した。 

５．授業を振り返って 

本実践で取り上げた地球温暖化は社会的な問題であり、かつ子どもたちにとっても身近に感じること

ができる問題でもある。その地球温暖化（地球は温暖化していること）について、日々の生活の中で“感

じること”からだけでなく、“データにもとづき、説得力のある説明を考える”ことを大切にし、活動

を進めた。そして、そのためには必要なデータは何かを考えることを大切にした。一方で、統計的探究

プロセスや４年生という学習段階を考えた際に、データの収集も４年生の子どもたちがすべきとも考え

た。しかしながら、地球温暖化に対して扱うデータ数が大きいことなどから、データの収集自体は教師

の方で行った。データの収集や統計的探究プロセスの２周目へといったことを考えるのであれば、題材

自体や展開を再考する必要もある。 

また、「統計的な内容の『光』と『影』」（お茶の水女子大学附属学校園連携研究  算数・数学部会）に

おいて、折れ線グラフの光の部分（よさ）として、「縦軸のめもりのとり方を工夫することによって変

化の仕方を強調することができる」ことを、影の部分（注意点）として「縦軸のめもりのとり方（省略

記号を使うかどうか）によって，変化の仕方（傾き）が変わる。作成する側の意図によって，印象が変

わる」ことを挙げている。〔第５時〕において、PC の表計算ソフトを用いて折れ線グラフをつくり、そ

れを縦や横に自由にのばして、グラフから受け取る印象の違いを実感したことは、折れ線グラフが持つ

「光」と「影」を子ども自身が知り、意識していくことにつながったのではないかと考えている。 

【参考・引用】 

・お茶の水女子大学附属学校園連携研究  算数・数学部会「統計的な内容の『光』と『影』」 

・国際連合広報センター https://www.unic.or.jp/news_press/messages_speeches/sg/49287/ （参照 2024-05-06） 
・国土交通省 気象庁 https://www.jma.go.jp/jma/index.html （参照 2024-05-06） 

【図２】東京都の 140 年間(1884 年～2023 年)の気温(平均気温,平均最高気温,平均最低気温)のデータを 

表計算ソフトを用いて折れ線グラフに表したもの 
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